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CMOSインバータ型広帯域可変利得増幅器の評価
Evaluation of a CMOS-Inverter-Based Wideband Variable Gain Amplifier
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1 はじめに
近年無線端末のマルチバンド化が求められることから

RF CMOSフロントエンド回路の広帯域化が必要となっ
ている．また、微細プロセスによる低電圧化がダイナミッ
クレンジの低下を招いてる．今回我々は低電圧動作が可
能な CMOSインバータに着目して、基本増幅回路セル
にこれを利用した可変利得増幅器 (VGA) について試作
評価を行ったので報告する．

2 可変利得増幅器の構成
図1に評価を行ったVGAのブロック図を示す．本VGA

は可変増幅回路セル４段と出力バッファを容量結合で縦
続接合した構成である．図 2に示すとおり可変増幅回
路セルは CMOSインバータをベースとし、入出力間に
帰還抵抗を付加することで自己バイアスをかけるととも
に、所望の利得、帯域を確保できるようにその抵抗値を
最適化した．利得の制御は各帰還抵抗値をMOSスイッ
チで切り替えることにより実現し、５段階の利得切り替
えを可能とした．また、MOSスイッチは線形性を考慮
し、pMOSと nMOSのコンプリメンタリー構成とした。
出力バッファでは 50Ω負荷を駆動するため大きなサイ
ズのトランジスタを用いて帰還で出力整合を確保する構
成とした．

3 評価結果
0.18 µm CMOSプロセスにりチップを試作し評価を

行った．図 3に利得の周波数特性を示す．CMOSスイッ
チを切り替えることにより約 9dBステップで-14～22dB
の可変利得性を実現した．帯域は 0.48～2.2GHzと高帯
域の特性を得た．また、入出力特性は高利得動作時で
5.4dBmの飽和出力を得た．消費電力は電源電圧 1.8Vで
53mWとなった．また、試作チップにおける回路のコア
サイズは 250µmx 430µmと小面積な構成となっている．
図 4に今回評価のため試作したチップの写真を示す．

4 まとめ
CMOSインバータ回路をベースとした可変利得増幅回

路の試作・評価を行い、広帯域、広可変幅の特性を確認
した．
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図 3 利得の周波数特性
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図 4 評価したチップの写真
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